
第 73 回 JAMSNET-USA 定例会議団体活動報告 

2024 年 5 月 16 日 木曜日 午後 4:30～6:00 

 

 

Apple Time 

１）サクラヘルスフェア：4 月 18 日（木）11 時～12 時 @日系人会からオンラインに

て 

Zoom 配信 

  ユニバーサル野球の紹介もかねて、開催の意義や抱負、思いを堀江社長に伝えても

らう。合計 1 時間（20 分説明、20 分動画上映、20 分質疑応答） 

 

２）ユニバーサル野球体験会 

日時：4 月 21 日（日） 

  場所；ウエストハリソン・シニアセンター（251 Underhill Ave W, Harrison, NY 

10604)    

参加者 ８０名近く 

報道 NHK, スポーツニッポン、NTV 報知新聞、時事通信、共同通信、TV 東京、 

週間 NY 生活 

松井選手がサプライズ始打式！ 

ユニバーサル野球は日本ではかなり知名度も広がってきているが今回、日本より空輸さ

れた新しいニューヨーク仕様の野球盤での海外初遠征となりました。教育審議会の

方々、領事館の森氏、YMCA から沢山のボランティアの方に来て頂き、子供達の笑顔

がたくさん見られ、大盛況でした。 

能登地震被災地支援の募金活動も行いました。 

 

３）北東教師会による春祭りボランティア 

日時＆場所：4 月 11 日（木）@国連国際学校  

新作のオリジナルかるたを作成し、かるたゲームのブースを開催。 

４）バウンスユー 

３月３日 障害児が安全に遊べるイベントをパラマスで開催 



５）新入会員の歓迎会おしゃべり会と送別会 

 月に 1、２回ぐらいで開催 （対面、オンライン） 

 

 

Womankind 

５月１６日定例会用 

Womankind では引き続き対面、電話、ビデオコールでの三通りの方法でサバイバーに

向けた支援をしております。 

１月には１０回目の Anti-Human Trafficking Conference をオンラインにて開催しまし

た。Womankind では２００６年より人身取引の問題に取り組んでおり、１０年前から

年に一回、人身取引にかかわる様々なトピックをコミュニティに紹介してきました。パ

ンデミック以降オンライン形式に変更になりましたが、そのおかげで近郊だけでなく、

全米から広く参加を仰げるようになりました。来年の開催は同じく１月になります。ご

興味がありましたらご一報ください。会議の告知をまじかになりましたらご連絡させて

いただきます。 

４月には Sexual Violence Awareness month の各ラリーやイベントに参加。NYC も後援

している Denim day は毎年各 Borough にて開催され、参加者がデニムを着て参加する

のが恒例となっています。デニムデーのデニムの由来は、２０年ほど前にイタリアで起

きたレイプ裁判において、「女性が自分からジーンズを脱がない限り、タイトなジーン

ズを相手が脱がすことはできなかった＝同意のある性行為」とみなされたことに対して

の抗議活動から派生している。性犯罪はいまでも一番起訴するのが難しい犯罪の一つで

ある。実際に１００人の性犯罪加害者のうち、わずか三人しか拘留あるいは実刑を受け

ることがない。それもあって、被害者が犯罪を警察に届け出ることも少ない（まともに

とりあってもらえない、加害者が罰せられない、あるいは家族に知られたくない、加害

者に犯罪歴が残っては困る、などの理由で）。引き続きコミュニティを構成する私たち

一人ひとりが、この問題を撲滅すべく、声を上げる必要がある。 

募集！ 



現在 Womankind では性暴力被害者に対するサービス向上を目指して、言語別の Focus 

group を開催して、サバイバーの皆さんの目線からの提言を収集しています。つきまし

ては現在日本語を話すサバイバーで、このような Focus group に参加したい方がいらっ

しゃったら、添付のチラシをお配りください。ミーティングは Womankind の本部にて

行われ、少人数グループでの対面式となります。参加は一回２時間のミーティングのみ

です。謝礼として５０ドルのギフトカードが進呈されます。 

 

 

東京ーフロストバレーYMCA パートナーシップ (6 月活動報告) 

 

1．利用予定 

5 月 25 日～27 日 ブルックリン日系人家族会 キッズキャンプ 

6 月 5 日～7 日 ニューヨーク日本人学校 5.6 年生宿泊学習 

 

2．サマーキャンプ 

日本に縁のある子どもたち 250 名が登録済。キャンプの期間によって若干のスペース

がある。高校生、大学生を中心としたキャンプスタッフ 50 名のトレーニングがスター

トしている。 日本から短期 J１ビザを取得して６名の青年たちが参加をする。 

 

3．その他 

・J1 ビザを利用して 18 カ月インターンシッププログラムが行われている。6 月に新し

く 1 名が加わる。コロナ禍以降は 2 人目。英語と日本語を使ってフロストバレーの大

自然の中でインターンとして働く。社会人経験がある若者が対象。プログラムを通して

国際人としての足場を築いていく。 



JASSI (Japanese American Social Services, Inc.) 

 

• 4 月 30 日（火）にニューヨーク日系人会と邦人医療ネットワークの共催で行わ

れたサクラ・ヘルスフェアにて、健康保険について学ぶ NY 州公的健康保険制度

（オバマケア）オンライン・セミナーを開催し、17 名の方々にご参加いただきまし

た。 

• 対面茶話会とリモート茶話会は継続して行われております。 

• 春 JASSI Report 配信いたしました。 

- JASSI のホットライン・プログラムでは、電話、E メールや 面談（完全予約制）

で情報提供や各種機関紹介などのサービスを提供しており、必要に応じて危機介入

やケースアシスタンスも行なっています。2024 年会計年度上半期（2023 年 7 月 1

日(2023 年 12 月 31 日）の 6 ヶ月間には、シニアも含む 551 名の方に 3482 件の支

援を提供致しました。最も多かったお問い合わせは、1）健康保険、2）家族の問

題、3）JASSI プログラム、4）ヘルス・メンタルヘルス、5) 公的支援でした。 

- JASSI のシニアプログラムでは、60 歳以上の方に福祉サービスを提供していま

す。現在約 450 名のシニアプログラムメンバーがおり、必要に応じてケースアシス

タンス、自宅訪問、フレンドリービジット、病院へのエスコートも行なっていま

す。2024 年会計年度上半期には、203 名のシニアの方を支援するため、1517 回の

連絡をしました。最も多かったお問い合わせは、１）メディケア やメディケイド、

２）JASSI シニア向けプログラム、３）公的支援、４）ヘルス・メンタルヘルス、

５）金銭上の問題でした。 

 

今後の予定 

• 対面茶話会とリモート茶話会は継続して行われます。 

 



JB Line （2024 年 2 月-5 月 9 日まで） 

【当期間の活動】 

• 日英サポートライン：現在 4 月を集計中ですが 1－3 月でのべ 707 本の電話があ

りました。 

• コミュニティベースド（ケースマネジメント）：1－3 月で 11 件の新規ケースが

始まっています。メンタルヘルス、健康保険などがおおいです。アメリカでの離

婚のリソースを英語でサイトに載せました。 

• シニア支援：ケースマネジメント、訪問、3 つのサポートグループを行っていま

す。シニアのリソースを英語でサイトに載せていく予定です。 

• 子育て世代支援：これからウエブに載せるリソースまとめ、と Meet Up（毎

月）に関わってくださるボランティアさんとのミーティングを行いました。 

• 郊外支援：今週 11 日にＭＡ州西の Sturbridge で郊外支援を行います。 

• ファンドレージング：この期間に以下のグラントをいただきました。 

o TA リアリティ（三菱地所）様 

o Cummings Foundation（2 年目） 

• 日本・アジア系コミュニティにて：  

o ボストン日本祭りにブースを出展（4 月末） 

o AAPI Heritage Celebration でスピーチ、日本食の提供、日本テーブル提

供をしました。 

o 5 月 18 日に AAPI ５Ｋに 20 名で参加します。 

 

 

Care the World （ケア・ワールド） 

Care the World では海外にお住いの日本人ご家族の生活面、精神面、医療面、教育面で

のサポート行っております。 

海外出産・育児コンサルタントとして・・・3 月には「今を生きる」という題材でペン

シルバニア州に済む駐在員の妻であり、子育て中のお母様方と自分が今置かれている状



況について reflect する時間を設けした。駐在員の妻の役割、また外国という土地での

子育て、そのような中で自分を見つめる時間がないというのが大きな不満でした。今し

かできないことはなになのか？そしてそこにどのように充実と喜びを得たらよいのか？

それは他人との比較でもなく、一人だったらの比較ではなく、自分たちだけに与えられ

た幸せがなになのかなどの気づきについて話し合いました。 

「世界から学ぶ幸せな子育て」（ノーラ・コーリ著）の本もよろしくお願いします。

近々電子書籍でも Amazon.co.jp より出版される予定でいます。 

カウンセリング室では・・・子どもを対称とするカウンセラーが少ないのに気づきま

す。子どもを treat するのは specialized training と specialized skill と子どもが好きとい

った要素が求められると思います。最近では７歳の ADHD と親の離婚のはざまに苦し

む子どもをみていますが、いかに子どもの心理を理解し、その子の characteristic を理

解した上で therapy を行うかが求められます。幸い、Cognitive Behavioral Therapy for 

children のトレーニングが役立っています。 

次なる課題はワシントン州の LICSW のライセンスを取ることです。 

また Asian American Federation の directory に参加させていただきました。 

https://mhd.aafederation.org/mhd/nora-kohri/ 

医療通訳としては・・・トレンドとしては歯科での通訳が多かったように思えます。子

どもの場合は歯列矯正をアメリカでするか、それとも帰国してから日本で行うかの迷

い。治療においても駐在員家族の場合、日本でセカンドオピニオンを求めてから、ある

いは待てるなら日本でという方も多くいらっしゃいます。アメリカの医療費が高いこと

と、日本語、日本人医師への信頼などがからんでいるようです。 

ワシントン州は日本人が身近にいるためでしょうか、じょじょに医療通訳の仲間が増え

てきました。ネットワークが作れることはとてもうれしいことです。United we rise, 

divided we fall といいますが本当なのでしょう。一人でないと思うとパワーが与えられ

ます。 

 

 



AADA  



 ニューヨーク邦人メンタルヘルスネットワーク活動報告 

報告日：2024 年 5 月 9 日         前回定例会（2024 年 2 月）からの活動報告  

１ メーリングリストによるメンバー同士の情報交換を常時行っています。メンバー

各々の専門分野での有益なウェビナーや文献などの情報、リファーラル情報、日本の事

情など、様々な情報を共有しています。 

  

２ JAMSNET ホームページの「COVID-19 パンデミック中の心のケア」での無料メ

ール・電話相談を引き続き行なっています。子どもに関する相談は NY 日本人教育審議

会教育相談室でバーンズと森が、ＤＶに関する相談はＷＯＭＡＮ ＫＩＮＤの永尾氏

が、それ以外の大人の相談は他のメンタルヘルスネットワーク有志で受け付けていま

す。 

  

３ ニューヨーク邦人メンタルヘルスネットワーク会合 

５月１０日（金）に JAMSNET のメンバーでもおられる本間玲子先生とのオンライン

交流会を行う予定です。本間先生は米国臨床心理の分野で Clinical psychologist とし

て、NIMH やサンフランシスコメンタルヘルスサービス 他の団体を通し、また Asian 

American Psychological Association（AAPA）前プレジデントとしても、長年に渡りア

ジア人を含む人種的マイノリティのメンタルヘルスサービス向上に多大な貢献をしてこ

られました。米国における文化的にセンシティブな心理療法構築の第一人者でもおられ

ます。本間先生の多大な貢献は American Psychological Association 他から高く評価さ

れ、AAPA の Lifetime Achievement Award、UC バークレーの Outstanding Alumni 

Award はじめ、栄誉ある賞を数々受賞されています。この度の交流会では、１９７０

年代にカリフォルニアで Clinical psychology の博士号を取得された後、マイノリティで

女性のメンタルヘルス臨床家として素晴らしいキャリアを築いてこられた本間先生から

直接そのお話を聞ける貴重な機会となります。同じく米国でマイノリティ人種の心理臨

床家として活動するメンバーにとって、大変参考にできインスパイアされる会となると

確信します。 

  



４ 遠方支援チームより福島県での遠方支援活動 

６月 16 日～20 日に、今でも継続して支援活動に入っている学校への訪問支援を行う予

定で、現在詳細を調整中です。 

①第一原発のあった大熊町に新しくできた小中学校（震災後、教育委員会ごと会津若松

に転居していましたが、2023 年 4 月から大熊町に新校舎を建てて戻りました） 

②南相馬市の県立相馬農業高校 

③南相馬市の市立第二中学校 

④相馬市の相馬高校 

昨年からのミッションとして、日本にあるリソースに支援を繋げることに力を入れてい

ます。具体的には、北海道教育大学との連携を実施しようとしています。 

 

５ メンバーによる主な活動 

5 月４日（土）ニューヨーク補習授業校 LI 校 講師：バーンズ静子 参加者：２５

名 

「学習習慣の促進：子供が宿題を自分で進める方法や促し方、練習を怠る場合の対処

法」保護者発案のワークショップ 

保護者からは、「子どもでなく自分を変えるのだと思うと気が楽になった」、「教育者と

母の違う角度から捉え、明確でわかりやすかった」、「本人に決めさせることで、やる気

を起こさせて、漢字の学習方法をいろいろ試せるようにしたい」などの感想が寄せられ

ました。 

 

Sanctuary for Families 

 

引き続き hybrid にてカウンセリングや法律相談をはじめ様々なサービスを提供。the 

BxFJC(Bronx Family Justice Center)にあるオフィスでは 3 月初旬より週一でサポート



グループ(Common Threads Project) をスペイン語で始まりました。約六か月にわたる

グループで 8 月末まで毎週開催予定。これは刺しゅう、そしてその他のアート、治療的

なゲームや簡単な体操、トラウマに関する心理教育などを盛り込んでトラウマからのヒ

ーリングを図るもの。今回小さいグループになりましたが、参加者の方はそれぞれ熱意

を持って参加しておられるようで、既に毎回多くの進歩が見られ、facilitator としても

とても嬉しくやりがいを感じております。 

 

 

 

ニューヨーク日系人会/JAA 

 ２０２４年２月１３日―５月１５日  

１．毎月の定期法律相談室（移民法、相続・遺言、諸問題）は電話相談で継 続。日々

の相談やヘルプを随時行っています。グリーンカードの Renewal 、米国籍の方への日本

の年金証明作成、ソーシャルセキュリティ ーベネフィット申請手続き等  

２．シニアへのお食事会/敬老会を２０２４年２月８日＆２２日、３月１４日＆ ２８

日、４月１１日＆２５日と５月９日開催しました。会場での会食とピ ックアップ・デ

リバリーで、毎回１１０個－１３０個のお弁当を用意して います。日本食と日本語の

懐かしい歌や毎月のお誕生会を楽しんでいま す。  

３．JAA ホールでのカルチャークラス（太極拳、書道、茶道、JAA コーラス）を 毎

週、そして、アップルキッズ主催の就学前の子供を対象にしたアートと 音楽のクラス

を灘田篤子さん指導で毎月１回行っています。５月５日に 「子供の日」として、剣道と

空手のデモンストレーション、子供と JAZZ、 兜やこいのぼりの折り紙を楽しみまし

た。  

４．第１６回さくら・ヘルスフェアを JAMSNET 共催で、４月５日から５月５日 の

間、「健康で安心して生活を過ごすためには」のもと、全年齢を対象に した約５０プロ

グラムを組み、１５００人以上の参加者がありました。 今回は医師会主催の「子供の

ためのライス・サイエンス・フォーラム」と JAA アップルキッズ主催の「子供の日を

みんなで祝おう！」は好評でし た。  



５．大学に進学する日本人・日系人学生を対象にした JAA ジェネラル奨学金の 募集を

５月６日まで、行い３０人以上の応募がありました。総額７万ドル の１４の奨学金と

２個の航空券が、５月３１日の第５４回 JAA 奨学金晩餐 会で授与されます。  

６．５月１１日の JAPAN PARADE に参加します。  

７．５月２７日は、ニューヨーク日系人会の前身である日本共済会が１９１２ 年に購

入した日本人墓地（Mt. Olivet Cemetery 内）で墓参会を行います。戦 争中も墓参会を

したそうです。 

 

ニューヨーク日本人教育審議会教育相談室 

 (2024 年 2 月～2024 年５月 8 日) 前回（2024 年２月）以降の活動報告をいたします。  

１）無料電話・メール相談 

 • 電話やメール相談は、前からの内容（Special Education のシステムに関しての問い合わせ、発 

達障害の疑い、親子関係やしつけの問題、不登校、学校選び、学校とのつき合い方、学習の問

題 等） が主になっています。  

• 年度変わりの転勤の時期も重なったためか、日本からの問い合わせ、とくに学校システム、

Special Education に関しての問い合わせが増えています。  

２）面接相談 

 • 基本的に相談室での面談をしています。ただ、コロナ禍で始めたオンラインの利便性も活用

して With Corona の新しい在り方としてご希望によってオンラインでも行っています。 

 ３）ワークショップ等 ＜ワークショップ＞ ５月４日（土）  

ニューヨーク補習校 LI 校 参加者：25 保護者会の依頼によるワークショップを行いました。タ

イトルは保護者会からのリクエストで「学習習慣の 促進：子どもが宿題を自分で進める方法や

促し方、練習を怠る場合の対処法」というものでした。参加し た保護者からは、「子どもでは

なく自分を変えると思うと気が楽になった」「教育者と母の違う角度から 捉え、明確で分かり

やすかった」、「本人に決めさせる事で、やる気を起こさせ、漢字の学習方法を色々 試せるよう

にしたい」などの感想が寄せられました。  

４）その他 当相談室と同じニューヨーク日本人教育審議会傘下の学校で文科省派遣の管理職が

交代しました。 ニューヨーク日本人学校（尾崎副校長）、ニューヨーク補習授業校（小島校

長、菅野教頭）、ニュージャー ジー補習授業校（小田切校長）が新しく赴任いたしましたの

で、ご報告いたします。 



フィラデルフィア日本人会 

 1．ファイナンシャルセミナー  

2 月 24 日（土）オンラインにて、「知らないと損する！パーソナルファイナンス ～トピ

ッ ク二選～」セミナーを行った。 

 2. 和の交流シニアコミッティによる英語茶話会 

 2 月 28 日（水）午前 10 時より、本年度第 2 回英語シニア茶話会がメンバー5 名参加の

もとに Zoom にて行われた。テーマは「人生に良き影響を与えてくれた人々」。皆、恩

師達には今でも 心から感謝の気持ちを表していた。それぞれの人生観を交換して楽し

い会となった。 

 3.「新」和の交流会  

昨年までの日本語シニア茶話会をリニューアルして開催された「新」和の交流会。第一

回目 は 3 月 10 日（日）にズームにて 9 名の出席者の中行われた。テーマは「各自が見

たり感じたり 読んだり行ったりして感銘を受けたものを紹介しあう」で、参加者皆が

活発に発言した。特に 映画関係では「Green Book」、「Perfect Days」の話題で盛り上が

った。その他にも、当会会 員である伊勢田由香さんの素晴らしいバレエのパフォーマ

ンスに感銘を受けた方もいた。  

この交流会は今後、ズームのみでなく、外食、映画鑑賞、読書、音楽美術鑑賞など活動

を広 げ、シニアの方のみならず若い世代にも喜んで参加していただき、活発に意見交

換ができる会 にしていきたいと望んでいる。  

4. 和の交流シニアコミッティによる英語茶話会  

4 月 3 日（水）午前 10 時より、本年度第 3 回目の英語シニア茶話会がメンバー5 名参

加のも と Zoom にて行われた。テーマは「音楽と私」でした。参加者の皆さんはそれ

ぞれ、個人或いは 合唱団で歌ったり、ピアノ、ギターやドラムを奏で、自分の人生に歓

喜、輝き、或いは救いを 与えてくれた体験を紹介し合った。 

 5．生活習慣病セミナー  

5 月 11 日（土）午後 7 時 30 分より、オンラインにて「専門の医師が本音で語る生活習

慣病 の予防と対策」セミナーが行われる。メタボ・糖尿病、循環器疾患、腎臓病それ

ぞれのエキス パートに生活習慣病の予防と対策について本音で語っていただき、セミ

ナーの参加者の心配事 などの質問にもお答えしていただく予定。  



6. 和の交流シニアコミッティによる英語茶話会  

5 月 15 日（水）午前 10 時より、本年度第 4 回目の英語シニア茶話会が行われる予定。

テー マは「好きな音楽、音楽家、楽器、その他音楽について」。 

 

 

折り紙療法審議会 

 

YM ネットワーク 

ここのメンバーでの活動が続いております。 

イベント委員会の企画にも参加させて頂きます。 
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以上 15 団体から報告 


